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グ リ ム ･ メ ル ヒ ェ ン の あ る < 神 話 > の 終 焉 を め ぐ っ て
―1975年のレレケ論文再考―
Um das Ende eines>Mythos<in Grimms Marchen



































































































ひとりの ｢若きマ リー ｣であることをつきとめた
のであった｡
レレケによって解明された本来の提供者 ｢若き






































が持たれることもあった｡しかし 『グ リム童 話
集』はグリム兄弟がドイツの民衆から聞 き集 め
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